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　4 月 14 日と 16 日に熊本県でマグニチュード 6.5
（暫定値）と 7.3 を記録する大地震が発生し大きな
被害を受け、大分県でも地震が発生しています。
被災された方々へお悔やみを申し上げるとともに、
一日も早い復旧をお祈り申し上げます。2770 地区
では 4 月 15 日にお見舞金を集めることを決め、各
クラブにお願いしています。ご理解とご協力をお
願い申し上げます。

　4 月に入り、当地区の各クラブの周年事業に参
加する事が多くなりました。当該クラブにおかれ
ましては、節目の年をお祝いするとともに、新た
な活動の起点にしていただくことを願っておりま
す。

　4 月は青少年奉仕月間です。当地区においては、
青少年奉仕部門を中心に、クラブの協力を得て、
インターアクト、ローターアクト、RYLA、青少年
交換など沢山のプログラムが活発に展開されてい
ます。4 月 2 日～ 4 日には、富士山の朝霧高原の
YMCA にて本研修を行いました。担当委員会から
報告があると思います。

　本号では、先月に紹介しきれなかった国際奉仕
部門委員会の活動をご紹介します。
　地区の国際奉仕部門が企画したフィリピンの国
際奉仕事業の検証ツアーが、2/21-24 に実施され
ました。私は IM などの事情で 23 日に帰国しまし
た。
　国際奉仕部門では、フィリピン 3800 地区と国
際奉仕事業の発掘ツアー（例年 9 月に実施）と、
検証ツアー（例年、翌年の 2 月に実施）を実施し
ています。ツアーには地区内の国際奉仕に興味の
あるクラブ、フィリピンで国際奉仕を実施するク
ラブが参加しています。発掘ツアーでは、国際奉
仕をしたいクラブ（日本側）が事業を実施するク
ラブ（フィリピン側）と直接会って、質疑応答を
し、事業資金の提供を決めます。これで事業の実
施がクラブ間で成立します。その後、6 ヶ月後に
フィリピンを再訪問して、相手クラブの事業の実
施状況を視察します（検証ツアー）。水道の浄化装
置が動いていたり、トイレが完成したりしていま

青少年奉仕月間に因んで
2015 － 2016 年度国際ロータリー

第 2770 地区ガバナー
井原　實 ( さいたま新都心 RC)

す。事業資金を提供したクラブは、建設中の写真や、
事業に掛った費用の明細などの報告を聞き、書類
を受け取ります。資金提供クラブは帰国後クラブ
内部で視察内容を報告します。地区補助金を使用
した場合にはロータリー財団に報告をして、国際
奉仕事業が完結します。資金提供側のクラブと事
業を実施する側のクラブが、数年間、色々な事業
を経験すると、協力関係が生まれ、友好クラブや
姉妹クラブの関係に発展する可能性も秘めていま
す。
　ここまで読んでこられた方は、どうして、2770
地区と 3800 地区はこのような国際奉仕事業の関
係が構築出来たのかと思うのではないでしょうか。
両地区の関係は、岩槻東 RC がフィリピンの 3800
地区にあるマラボン RC と 1985 年 9 月 14 日（31
年前）に姉妹クラブを締結したことに始まりまし
た。岩槻東 RC は 81 年からマラボン RC と非公式
に接触をしていました。始めは両クラブ間で国際
奉仕事業を実施していました。マラボン RC はエ
ディ・チュア（Eduardo “Edi” Chua、1990-91 年
度）ガバナーを輩出し、岩槻東 RC は田中徹夫ガバ
ナー（2000-01 年度）を輩出しました。以後、エ
ディ PDG と田中 PDG の友情で地区レベルでの奉
仕事業が始まりました。当初はお二人で訪問スケ
ジュールを決めて、5 ～ 6 名単位で WCS（世界社
会奉仕、World Community Service） 基金の利用範
囲内で支援金の授与と視察と検証をしていたよう
です。現地に行かないと訪問先のクラブがわから
ない事もあったようです。朝の 7 時にホテルを出
発して視察検証を行いクラブの例会に出席し、検
証後に支援金を渡して懇親会をして夜中の 0 時く
らいにホテルに戻る 3 泊 4 日のツアーだったと伺っ
ています。お二人のガバナー経験者が両地区の国
際奉仕事業を継続的にサポートして下さったおか
げで、2013-14 年度（伊藤公仁部門委員長：戸田
西 RC）から今日の形式の関係が成立しました。こ
の間には幾つか失敗した事業もあったことと思い
ます。改めて両ガバナー、そして両地区の歴代国
際奉仕部門の委員の方々に感謝申し上げます。
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　1919 年６月１日にアジアでは初めてのロータ
リー・クラブ「マニラロータリー・クラブ」が設
立されました。フィリピン籍２名、中国籍１名、
米国籍 35 名会員数 38 名、公用語は英語でのクラ
ブでした。
　天皇皇后両陛下が 2016 年
１月 26 日から５日間、国交正
常化 60 周年となるフィリピン
を訪問されました。陛下は「太
平洋戦争の激戦地でもあった
フィリピン国内で大勢の人々
が命を失い、傷ついたことを、
私たち日本人は決して忘れて
はならない」と述べられまし
た。
　1979 年、フィリピンのザビ
ノ・サントスパストガバナー

（1970 － 71 年 度 ） が、 国 際
ロータリーにポリオ免疫接種
事業を行ってくれるように、
という手紙を出したそうです。
ポリオ予防ワクチンの必要性、
国内外の諸機関の協力、ロー
タリアンおよびロータリー・
クラブの協力などが考慮され
た結果、フィリピンは３－Ｈ
プログラムによる、最初の大
規模免疫接種活動をするのに
適切であると認められました。
結果、1979 年９月から、生後
３か月から 36 か月の子ども
約 600 万人に対して、５年計
画のポリオ免疫接種活動が始
まりました。この活動が、国
際ロータリーが取り組んだ最
初のポリオ撲滅活動の原点に
なったと言われています。

　アジア内国際ロータリーの
歴史においても約 100 年、ポ
リオの歴史においても約 40
年、このように国交正常化後、
親日派が多いフィリピン 3800
地区と 2770 地区のお付き合
いは 30 年の歴史がございま
す。ロータリー活動、奉仕事
業を知る事にも、アジアを知
る事においても、切っても切
れない国フィリピンである事

フィリピン検証ツアー 
「国際奉仕事業で儲けてみませんか？」

国際奉仕部門委員長　阿部　朋博

を念頭にご紹介させていただきます。

　さて、フィリピンにおける奉仕プロジェクトの
現状を検証するために訪比しました。
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　国際奉仕委員会でお勧めしてまいりました「フィ
リピン 3800 地区との共同支援事業」検証に２月
21 日～ 24 日の３泊４日で行ってまいりました。
日程の前後したクラブや参加者もいらっしゃいま
したが、その方達を合わせると総勢 45 名での検証
旅行参加となりました。
　初日は第 3800 地区主催のウエルカムディナー
に出席。2770 地区、3800 地区の共同支援クラブ
同士が同じ円卓について食事をしながら様々な意
見交換、交流をいたしました。また、両地区ガバナー
が直接意見交換できたことも有意義だったのでは
ないかと思います。
　二日目は、各支援先に検証に向かいました。個
別の検証結果については後日各クラブから資料を
提出いただきますので、改めてご報告させていた
だきたいと思いますが、支援事業がきちんと行わ
れていた事は間違いありません。また、いくつか
のグループでは、次年度以降に支援を仰ぎたい案
件を案内されました。私の視察したサンマテオＲ
Ｃでは「太陽光パネルと車のバッテリーを使用し
て、電気のない集落に電気のある生活を届けよう」
という事業を希望しておりました。
　今年度の検証を済ませ、電気のない集落に向か
いました。途中で橋のない川（幅 10 ｍ、水深 50
ｃｍ位でしょうか）を４WD の車で渡り、車１台やっ
と通れる土の道を進んで行くと集落がでてきまし
た。飲めない井戸水にランプ生活。学校へは、通
学途中の川にかかる幅 50cm ほどの粗末な橋のよ
うなものを渡って行くのだそうです。25 万円ほど
で 50 世帯の集落に文明の明かりを灯す事ができる
のだそうです。まだまだ、支援を必要としている
人がいることを実感しました。
　三日目は、孤児院視察を行いました。90 人ほど
の子供たちの暮らす施設では、親がいない、また
は育児放棄された等、行き場のない子供達が生活
しております。草加松原ＲＣから文房具を、八潮
みらいＲＣの伊藤さんは知人から大量のお菓子を
預かって用意してくださいました。地区からはタ
オル、歯ブラシ、歯磨き粉と運営支援金 100,000
円をご用意しました。有意義な視察になりました
が、この財団の支援者の日本人女性からお聞きし
た、こうした施設の問題点の話が一番心に残りま
した。文字数に制限がなければこの話も是非記載
したいのですが残念です……是非卓話に呼んでく
ださい。
　三日目の夜は、2770 地区の皆で居酒屋に繰り出
し「さよならパーティー」を行いました。検証に
廻ったグループ毎に検証の結果を発表してもらう
のが恒例となっています。この発表で情報交換す
ることが次の支援に役立っているように思います。
3800 地区からのレポートもいくつか見ましたが、
詳細なものが多かったので安心しました。
　今年も「驚き」「感動」「出会い」のある、楽し
く意義深い支援事業になりました。今年度もご協

力いただいた皆様に感謝！次年度もどうぞよろし
くお願いいたします。
※残念ながら字数制限もあり、お伝えしたい事の
10 分の１もお伝えできません。国際奉仕委員会を
卓話に呼んでください。お待ちしております。 報
告文責：国際奉仕委員長　小山寿行　　
　今回、フィリピン側のクラブとインタビューも
できましたので一問一答の形で紹介させていただ
きます。創立されて未だ２年未満の RI.D3800 のク
ラブが、「RI.D2770 との共同プロジェクトを行っ
て」と題してインタビューを試みました。クラブ
名は伏せさせていただきます。
1．現在の会員数は何名ですか　男性会員数？　女
性会員数？
⇒男性会員８名  女性会員 20 名　合計 28 名です。
2.　貴クラブの会費は？日本の場合半期（７月～
12 月）（１月～６月）で分けて会費納入を行いま
すが貴クラブの場合の会費納入はどのような形で
しょうか？また差支えなければ会費は幾らでしょ
うか？
⇒年会費は 6000 ペソ（US $135）です。
　納入方法は毎月 500 ペソ支払いか半期 3000 ペ
ソ支払いかのいずれかです。
3.　どのような紹介で貴クラブに入会されたのです
か？
⇒新しいメンバーの募集は、クラブの会員増強委
員会によって選択されています。
　会員増強委員会のインタビューがあり、入会前
に他３クラブの例会に出席する事が条件となりま
す。その後、新しいメンバーとして登録されてい
ます。
4.　会長の選出方法はどのようにされるのですか？
⇒会長の選出は５月に行われ、３年先までの会長
を選びます。
5.　今回のような ELEMENTARY SCHOOL 支援のプ
ロジェクトの情報は誰が探されたのですか？今回
の学校はロータリアンの知り合いですか？
ロータリアンの親戚の子供、またはロータリアン
の子供が通われていますか？
⇒今回の行ったプロジェクトは、当クラブのメン
バーが情報をキャッチし、クラブで討議し決定し
ました。プロジェクト先にはロータリアン関係者
は従事及び就学していません。
6.　RI.D2770 と共同プロジェクト提案は RI.D3800
からいつごろ皆様のクラブに提案がありました
か？
⇒ RI.D3800 の 6 つの重点分野「水と衛生」のイ
ベントを行った時に、RI.D3800 プロジェクト委員
会から RI.D2770 との共同プロジェクトの方法があ
る事を知りました。
　正式な共同プロジェクト詳細は、RI.D3800 プロ
ジェクト委員会を通して RI.D2770 に提出されます。
7.　何故 RI.D2770 と共同でプロジェクトをやろう
と考えましたか？
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⇒ RI.D2770 と RI.D3800 が長年のパートナーで
あったので、我々は安心と信頼できると判断しプ
ロジェクトを行うことを決定いたしました。
　そして、我々は皆様の支援が非常に魅力的です
し、心より感謝しております。
8.　今回 ELEMENTARY SCHOOL 水道浄水器設置の
プロジェクトを行い評価は如何だったですか？
⇒水と公衆衛生プロジェクトの評価は、モニタリ
ングを通して行われます。 
　我々は、1 ～ 2 ヶ月の割合で上手く作動してい
るか点検を行います。
9.　クラブ内会員の今回のプロジェクトに対する評
価は如何だったですか？
⇒現状は良好です、プロジェクト担当者と会長が
プロジェクト先とモニタリングの結果報告を当該
年度末に再度報告し評価を得ます。
10.　機会があればまた、RI.D2770 の地区内クラ
ブと共同でプロジェクトを行いたいですか？
⇒そういう機会に恵まれれば、何も考えることな
く即答で YES と答えます。
　願わくば、姉妹クラブを結び毎年共同でプロジェ
クトが出来ることを願っています。
11.　今後、RI.D2770 のクラブとどのような形で
付き合っていきたいですか？
⇒常に共同で奉仕プロジェクトが出来ることを
願っています。
　我々はいつでもウエルカムで同じ目標に向かっ
て進みたいです。
12.　お答え可能ならご解答ください。
　2015 年 9 月プロジェクト視察と 2016 年 2 月
プロジェクト検証の２回、パンパシフィックホテ
ル内「チャイナパレス」レストランでウエルカム
ディナーが開催され、RI.D2770 側は夕食をご馳走
になっているのですが、食事代及び飲料はガバナー
が全て負担されているのでしょうか？それとも、
ガバナーとフィリピン側のクラブで負担されてい
るのでしょうか？負担されているとしたら幾らク
ラブで負担されているのですか？
⇒ 9 月のウエルカムディナーに関しては全てガバ
ナーが負担しています。
　2 月のウエルカムディナー
に関しては全てプロジェク
トホストクラブが負担して
います。これは RI.D2770 の
皆様がフィリピンに支援し
ていただける感謝の心です。
金額に関してはご想像のと
おりです。

　RI.D2770 支 援 ク ラ ブ も
視察時と検証時 2 回貴クラ
ブのご負担で昼食をご馳走
になりましたが、会長がご
負担されているのでしょう
か？それともクラブ参加者

の皆様でシェアーされているのですか？それとも
クラブ負担でしょうか？
⇒昼食に参加したクラブメンバーでシェアーして
います。

　我々フィリピン人が考える「幸せになれる最良
の方法」は、どのような会合やパーティーやプロ
ジェクトでも参加していただく皆様が外国の方で
あれ、フィリピンの方であれ「ありがとう」と言っ
ていただけることが「幸せになれる最良の方法」
と信じており、日々精進し今後も邁進してまいり
ます。フィリピン RI.D3800 を選んでいただき感謝
すると共に RI.D2770 のクラブの皆様と知り合いに
なれたことに感謝申し上げ、さらなる親善と信頼
が深まりますことを祈っております。素晴しい国
JAPAN　素晴らしい桜の季節に　マブハイ ?

　奉仕事業を行うにあたり、原点の考えとして、
この事業で誰が一番の受益者になるだろうか？受
益者が地域の人々？もしくは地域社会？この考え
が「社会奉仕・国際奉仕」の基本となるのではな
いでしょうか？では受益者がロータリー・クラブ
或いは自分自身の場合はどういう場合でしょう
か？受益者の地域の人々、地域社会が抱く感情で
はないかと思います。行った奉仕事業により「信頼、
信用」が生まれロータリー・クラブに自分自身に
得られるのではないでしょうか？イコール「職業
奉仕」でしょうか？「社会・国際・職業奉仕」は
一対だと思います。「最も多く奉仕する者、最も多
く報われる」と言う言葉通りの実体験が日本国内
はもちろんの事、奉仕の理念で結ばれた職業人が、
世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善平
和を推進することが出来る国際奉仕事業です。

　フィリピンへの支援もさることながら、地区内
の皆様が諸外国の皆様と「志」と「誇り」を共有
され「信じる者」になってみませんか？「信」の
ニンベンは「人」と言う意味です。

「信 + 者＝儲」　もうけるとは、人を信じることで
はないでしょうか？国際奉仕事業を通じて大きく
儲けてみませんか？
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　私は所属しているさいたま新都心 RC がサン・
ファン・セントラル RC（以後 SJC-RC と略記）と
実施した「失業女性に対して自立の為の職業訓練

（バック作成）」（総額 2,000 ドルの事業）の検証と
ガバナーとして 3800 地区との友好関係を深める
ことを目的に、検証ツアーに参加しました。
　当該事業は、2015 年 9 月に実施した国際奉仕
部門の事業発掘ツアーにクラブの関係者が参加し
て見つけたものです。私は、2 月 21 日の D.3800
と D.2770 の歓迎パーティで SJC-RC のフランチェ
スカ・ブリナス会長、ロザリオ・ビレイザー奉仕
委員長に初めてお会いしました。翌 22 日に実施
した事業の見学と、メトロマニラ地区で進行中の
大規模な総合身障者サポート施設（ステッピング・
ストーン）を視察することにしました。
　歓迎パーティでは、D.3800 の同期のガバナーで
あるアルフレッド・ジュン・アベラー（マリキナ・
イースト RC）と話しましたが、翌週に開催される
地区大会へ招待するとか、G 補助金の事業を直ぐ
にもやりたいとか、現実味の少ない話が多くなっ
てしまいました。事前準備の必要性を痛感しまし
た。マリキナ・イースト RC と事業を数度実施し
ている幸手 RC との姉妹提携の話をジュンガバナー
が出されましたが、実現性があると感じました。
共同で奉仕事業を数回重ねている内に自然な形で
姉妹提携が出来ると、以後の関係も良好に進むよ
うに思います。
　SJC-RC は会員の殆どが女性、男性はオブザー
バーとして数名いる程度で、創立 3 年目の若いク
ラブでした。初代会長はフランチェスカ会長の母
親で、彼女は東南アジアで初の女性ガバナーを輩
出したサンタ・ギーナ RC の出身だそうです。SJC-
RC は創立以来、G 補助金の使用も含む、幾つもの
奉仕事業を実施しているので、その秘密を聞いた
ところ、身障者福祉、水と衛生などテーマ別に専
任を設けて活動しているとの話でした。メトロマ
ニラ地区の各クラブで奉仕事業の情報の共有も進
んでいるようです。
　SJC-RC とさいたま新都心 RC が進めた、失業女
性の自立訓練は、失業女性に新聞紙などの紙を使っ
てバックを作ることを教えることでした。サンファ
ン市のメイブンガ・バランカイ（バランガイは
フィリピンの最小行政単位）の行政庁舎の屋上を
借りてバッグを作っていました。見学した時には、
D.3800 地区大会で参加者へ配布する資料を入れる
バッグを作っていました。参加者全員にバックを
支給するそうです。紙バッグの作り方を教える技
術を持っている人が、そのアイデアを SJC-RC へ持
ち込み、それを SJC-RC が失業女性の就労訓練とい

失業女性に対して自立の為の職業訓練検証と
3800 地区との友好関係深化 第 2770 地区ガバナー

井原　　實（さいたま新都心ＲＣ）

う社会奉仕事業に結び付けて推進する計画を立案
し、資金をさいたま新都心 RC が提供（含む地区補
助金）した事業でした。
　ステッピング・ストーン（以後 SS と略記）は進
行中の総合身障者サポート施設の名称で有り、同
時に進行中のプロジェクトを指している場合もあ
ります。メトロマニラ地区の大規模事業オーナー
の多くが会員になっているマカティ RC が 5 年前に
カソリックスクールを買い取り、身障者向けの学
校運営を始めたことに起因します。運営を始める

国際奉仕部門
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と資金が掛り過ぎることが解り、SS という学校法
人を作り、クラブ会員のダヤル・ナンドワニ氏が
クラブを退会して、SS 法人の専務として直接運営
に当る方式に切り替えました。ロータリークラブ
が、ロータリアンが運営する企業を支援すると利
益相反になるので、これを避けたものです。
　ダヤル氏は、身障者の子供（教育）から大人（職
業スキル訓練）までを一貫してサポートする構想
で SS プロジェクトを立案しました。子供には教育
する教室、大人には職業スキルとして、野菜の栽
培、ランドリー（洗濯）技術、飲料水製造、バリ
スタ（コヒーサービス）、ベーカリー（パンの製造
販売）、ホテルの部屋の清掃などの技術を教え訓練
する施設、更にセラピーとして、音楽、絵画、ダ
ンス、演劇などの施設の建築、将来的には、水泳プー
ル、成人のアパートの建築までを視野にいれて土
地を購入しています。これらの施設の一つ一つを、
G 補助金も含む色々な寄付金で建設する構想です。
飛び石を置くように施設とソフトウエアを構築し
て行くので、プロジェクトの名称をステッピング・
ストーンとしたそうです。
　SFC-RC は カ ナ ダ の RC と G 補 助 金（House 
Keeping Lively Food Training for Persons with 
Disability）で、ホテルの部屋の模擬環境を作り、
清掃訓練をする訓練コースを開発しました。彼ら
は 3 月 28 日に TESDA（Technical Education Skills 
Development Authority：技能開発の技術教育機関）
の認証を取得しました（SFC-RC の HP 参照）。これ
により、SS でホテルの部屋の清掃訓練を受けた生
徒は、実際のホテルの就職面接で必要な教育訓練
を終了した TESDA の証明書を提示できることにな
ります。彼らは、この教育コースを 4 月から開講
する構想でしたので、間に合ったことになります。
ダヤル氏との会話を通じて、その情熱と構想に圧
倒されるとともに、わずか創立 3 年のクラブが多
くの奉仕事業に取り組んでいる姿を目の当たりに
して、深く感銘を受けました。2 泊 3 日で 3 日目
には朝 4 時にホテルをチェックアウトするような
駆け足視察でしたが、マニラで大変充実した時間
を過ごす事が出来ました。

国際奉仕部門
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ＩＭレポート

　2016 年２月 23 日、大宮清水園於いて、井原ガ
バナーを始め多くのご来賓のご臨席のもと、さい
たま欅 RC をホストクラブとして、2015-16 年度
国際ロータリー第 2770 地区第 3 グループインター
シティミーティングを開催しました。

　第 3 グループ内の大宮 RC・大宮南 RC・大宮中
央 RC・大宮シティ RC・さいたま欅 RC・さいたま
大空 RC の６クラブが集い、クラブの枠を越えて、
会員相互の親睦と知識を広め、会員に各クラブの
情報を伝えることを目的に、第一部は講演会とし
て、ベストセラー「バカの壁」の著者、養老孟司
先生に “ 希望は「壁」の先にある ” ～養老流 人生
を楽しむ極意～と題してお話しをいただきました。

　なお、この講演会は、ロータリーの認知度が少
しでも向上するように願って一般公開とし、また
広く一般に講演会を周知させるため、埼玉新聞社、
テレビ埼玉、FM NACK5 の地元メディア 3 社の後
援をいただき、より広く地域社会への浸透を図っ
た結果、50 数名の一般方々の来場をいただきまし
た。ご来場いただきました皆様に感謝と御礼を申
し上げます。

　若干風邪気味という養老先生でしたが、大変お
元気で「人間というものは、結局自分の脳に入る
ことしか理解できない」と、78 歳になられた今で
も、「バカの壁」は思考停止を招くとして、率先し
て活躍されている養老孟司先生に見習うことが多
く、また、埼玉県民が医学への貢献をしていたと
の話しに、若い医師であった頃の養老先生のご苦
労を知りました。

　第二部合同懇親会には、ご来賓として清水勇人
さいたま市長も駆け付けていただき、IM に花を添
えていただきました。クラブ活動紹介では、６ク
ラブの活動を映像で紹介。それぞれのクラブの活
動を知る良い機会でありました。新会員の紹介、
次年度ガバナー補佐、グループ幹事、次年度会長
幹事の紹介のあと、アトラクションとしてラクー
ンよしもと劇場の「天津」＆「えんにち」が出演。
2 組の漫才で大いに笑い、最後に「手に手つない
で」を参加者全員で歌い IM はお開きとなりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　結びに、IM 開催にあたりご尽力いただきました
6 クラブの会長・幹事の皆様、IM 実行委員会の皆
様に感謝と御礼を申し上げ、報告とさせていただ
きます。

国際ロータリー第 2770 地区　第３グループ
インターシティミーティング 第 3 グループガバナー補佐

井上 　久雄 ( さいたま欅 RC)
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ＩＭレポート

　2 月 16 日（火）、第４グループのインターシティミーティングが大宮清
水園にて開催されました。ご多忙の中を、さいたま市長 清水勇人様、（公
社）埼玉中央青年会議所理事長 吉田浩士様、専務理事 丸山正様、そして、
国際ロータリー第 2770 地区ガバナー 井原實様をはじめとする多くのロー
タリアンの皆様にご臨席を賜り盛大に開催することができました。

　今年度のＩＭはテーマを「未来につなげよう　ロータリーの思いやり」
とし、人対人、そして、ロータリーの奉仕についても一番欠かせないもの
である「思いやり」について考え、それを未来につなげていく重要性を改
めて見直してみました。

　記念講演では境野勝悟先生をお招きし「日本のこころ」についてご講演
をしていただき、日本人のこころ、日本人としての誇りをご享受いただき
ました。
　日頃、何気なく使っている言葉の中にもそれぞれ由来があり、その言葉
を理解し、これからの社会生活で重要視される「思いやり」についても学
ぶことができたようです。ＩＭ終了間際には『君が代』についての由来、
意味を話していただき、この歌になじみ深いロータリアンにとって興味深
いところでした。

　懇親会ではクラブという枠を越え、それぞれロータリアン同志が語り合
い、友情を深めあっていただけたようです。アトラクションでは、フルー
トの石井陽子さんとピアノの小島知恵さんによる素晴らしい演奏を聞かせ
ていただきました。

　鈴木隆直前ガバナー補佐へ感謝と敬意をこめて花束を贈呈させていただ
いた後、各クラブの会長、幹事、グループ内地区役員、学生の皆さん、そ
して清水次年度ガバナ―補佐から次年度会長、幹事の皆様をご紹介いただ
き、会場内は更に盛り上がったところです。今回のＩＭ開催に際して尽力
していただきました各クラブ選出の実行委員の皆様のご紹介の後、4 月 22
日開催の第３グループとの合同のポリオ撲滅チャリティゴルフの案内をさ
せていただき閉会となりました。

　今年度のＩＭが皆様のご協力により有意義な価値ある充実した会合で
あったと自負させていただきます。

国際ロータリー第 2770 地区　第４グループ
インターシティミーティング 第４グループガバナー補佐

　　　遊馬　久治 ( 大宮北東 RC)

全日本プロレス株式会社様より寄付金の贈呈
　平成 28 年３月 26 日、全日本プロレ
ス株式会社（代表取締役社長秋山潤氏）
より当委員会宛に地域社会発展にと寄付
金を寄贈いただきました。全日本プロレ
ス「2016 ドリームパワーシリーズ」川
口 SKIP シティー大会、試合開始前のセ
レモニーの席上、地域社会奉仕委員会宛
てに、同社取締役大森隆男氏より拝受い
たしました。当委員会では貴重な浄財と
して地域社会発展或いは東北復興支援の
ために有効活用させていただきたく拝受
させていただきました。
　セレモニー終了後は、プロレス観戦で
楽しい一時を過ごさせていただきました
こと、感謝申し上げます。（参加者４名）

地域社会奉仕委員長　丹井　亮一（桶川 RC）
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ＩＭレポート

　第９グループ、インターシティミーティング ( Ｉ
Ｍ ) は、3 月 20 日 ( 日 ) 草加市文化会館にて開催
されました。国際ロータリー第 2770 地区ガバナー
井原實様、草加市長 田中和明様、八潮市長 大山忍
様に出席を賜り、また草加八潮の小中学校の先生
並びに生徒さんと第９グループ会員の皆さんのご
協力をいただき、当日を迎えられたことに感謝を
申し上げます。

　今回のＩＭは第１部が「ポリオ撲滅草加八潮
ミュージックフェスタ」、第２部式典、第３部懇親
会という３部構成とさせていただきました。

　今年度、国際ロータリーのＫ . Ｒ . ラビンドラン
ＲＩ会長は「世界へのプレゼントになろう」と提
唱されました。また、井原實ガバナーは「ロータ
リーは奉仕を通じて、人づくり、自分作り」地区
運営方針は「ロータリーを学ぼう、そして楽しもう」
であり、私は今回のＩＭのテーマを井原實ガバナー
のテーマと同じ「ロータリーは奉仕を通じて、人
づくり、自分作り」とさせていただきました。
　３つの提言を聞いたときに私が最もこの３つの
言葉に応えられるのは「ポリオ撲滅草加八潮ミュー
ジックフェスタ」であると確信し、地域未来の青
少年に大きな希望と成長をもたらすことができる
こととして、企画、実行をさせていただきました。

　この企画は初めての試みとなる草加市、八潮市
の小中学校の金管バンド、中学校の吹奏楽部、草
加ジュニアオーケストラの弦楽器、管楽器の皆さ
んが一同に介して楽しめる音楽企画とさせていた
だきました。この企画は多くの方々に検討、検証
していただき、次に繋がる形が作れれば、この企
画が成功であったと確信するところであります。
その結果、観衆延べ 1200 名を集め、ポリオ撲滅
に関心をいただくと共にこの事業の継続により、
青少年の健全育成や文化向上による社会環境の発
展に寄与できる企画として継続を望む声が多くあ
り、反響の大きさを示しています。

　第２部式典では参加各校に支援金を贈呈し、参
加校の指導する先生方より感想をいただいたとこ
ろ、生徒がポリオ撲滅の大切が理解できた、ロー
タリーの奉仕活動の素晴らしさが理解できた、ロー
タリークラブとはどのとうなものかの一端を知る
ことができたという感想もいただき、ＩＭ本来の
目的が達成できたと理解し、第９グループ会員各
位の協力があればこそと感謝するところでありま
す。

国際ロータリー第 2770 地区　第９グループ
インターシティミーティング 第９グループガバナー補佐

百瀬　　皓 ( 草加中央 RC)
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RYLA 委員会

　４月２日（土）８時 40 分、富士山朝霧高原で
開催されるＲＹＬＡ研修セミナー参加者全員が大
宮駅東口に集合した。あいにくの曇り空ではある
が何とか雨が降らないでくれれば
よいのだが…。

　本年度、我が地区のＲＹＬＡ研
修セミナーは『日本の酪農の現状
を学ぶことを通じて、リーダーシッ
プを養う』のテーマのもと、２回
の事前研修と、２泊３日の本研修
を開催させていただきました。

　第１回事前研修は、昨年 12 月５
日（土）春日部市商工振興センター
に於いて開催しました。午前 10 時、
井原ガバナーよりご挨拶をいただ
き、岩渕均・青少年奉仕部門担当
諮問による、ロータリーに関する
知識についてご講演をいただいた。
　午後からは、酪農とちぎ農業協
同組合の水井様、臼井様より「日
本の酪農と牛乳の現状」について、
搾乳して製品になり、消費者に届
くまでを、画像を交えて講義をい
ただいた。

　第２回事前研修は、２月 27 日
（土）同じく春日部市商工振興セン
ターに於いて開催しました。今回
は、マインドマップを使い、夢探
検マップつくりで、自分の夢・な

ＲＹＬＡ研修セミナー　報告 　　　　 ＲＹＬＡ担当委員長
宮田　一雄（庄和ＲＣ ）

りたい自分探しを行った。なかなか自分を見つめ
る時間を作ることの出来ない研修生にとって、有
意義な時間だったようだ。



⑪

　さて、第３回目の本研修
は、朝霧高原「富士山ＹＭ
ＣＡ」に於いて開催した。
大宮を出発した大型バスは
川越ＩＣから入り中央高速
道・河口湖ＩＣで降り、山
梨名物の「ほうとう」の昼
食をとる。大鍋を囲んで皆
満足そうに食べていた。昼
食後バスを１時間ほど走ら
せ、世界遺産構成遺産の「白
糸の滝」を見学し、富士山
ＹＭＣＡ施設に入所した。
　開校式を行った後、ＢＢ
Ｑを囲んでの懇親会であ
る。大自然の中でいただく
ＢＢＱは格別であり研修生
同士、研修生とロータリア
ン共々和やかに親睦がはか
れた。

　本研修２日目は牧場体験
である、ＹＭＣＡからバス
を 15 分ほど走らせ松下牧
場に到着、あいにくの小雨
ではあるが屋根があるので
さほど影響はないようだ。
体験内容は、搾乳、ブラシ
掛け、餌やり、牛舎の掃除
等である。この体験を通じ
て、命の大切さ、食物の大
切さを学びましたとの感想
が聞かれた。なお、松下牧場は 120 頭の牛を親子
４人で運営する。ロボットが牛の世話をする近代
牛舎である。ＹＭＣＡに戻り５グループに班別し、
１時間 30 分のグループ討議を行い本日のプログラ
ム終了である。

　３日目最終日は終了式を行う、昨日のグループ
討議内容の代表者による発表、修了証書の授与、
参加者全員のスピーチで終了した。３日間あいに
くの天候で富士山の麓に居ながら、富士山が見え
なかったのは残念であったが、昼食をとっている
と雲が流れて富士山が見えてきた、帰り際ではあ
るが全員で富士山をバックに記念撮影。帰り道に、
世界遺産構成資産「富士山本宮浅間大社」を参拝、
国指定特別天然記念物「湧玉池」見学し帰路につく。

　最後に、当地区内の 22 クラブよりご推薦とスポ
ンサーをいただきまして、研修生 34 名とロータリ
アン 22 名のご参加をいただきました。ご推薦並び
にスポンサーをしていただきました各クラブ、そ
して深いご理解を賜りました地区内全てのロータ
リークラブに対し厚くお礼を申し上げ、報告とさ
せていただきます。有難うございました。

RYLA 委員会

2550 地 区 の
中谷ガバナー
から、義援金
のお礼と使途
のご報告があ
りました。
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杉戸 RC 創立 45 周年記念例会
関口博正 PG 超我の奉仕賞受賞
　平成 28 年３月 31 日（木）、杉戸町の和泉屋に
於いて「杉戸ＲＣ創立 45 周年記念例会」および

「関口博正ＰＧ超我の奉仕授賞式」が行われました。
杉戸ＲＣは昨年度、20 周年を迎えた杉戸中央ＲＣ
と合併し新しいスタートを切ったばかりですが、
杉戸ＲＣの歴史を引き継ぎ、今年 45 周年を迎え
ることになりました。年齢層を補うように合併し
た両クラブは、地区の活動、青少年交換、米山世
話クラブ、チャリティゴルフ、地域社会の活動も
今まで以上に充実しております。
　創立 45 周年記念事業としましては、財団・米
山に寄付、杉戸町全小中
学校に計 300 万円の図書
の寄贈を致しました。杉
戸ＲＣでは、創立 40 周
年の式典が、東日本大震
災で中止となりましたの
で、図書の寄贈はその分
も含まれています。 
　そしてこの度、当クラ
ブの関口博正ＰＧが「Ｒ
Ｉ超我の奉仕賞」を受賞
されました。この賞は、
ＲＩの目標の推進に対し
際立った努力をした人を
表彰するものであり、ロータリアンの最高の栄誉
であります。この受賞のために北 清治元ＲＩ理事
にもご臨席いただきました。45 周年という節目に、
このような受賞式をすることができ、当クラブと

クラブ便り

しても大変喜ばしく思っております。そして、ご
臨席賜りました来賓の皆様、近隣クラブの会長幹
事様、当クラブの活動を支えて下さいました会員
とご家族の皆様に心より感謝申し上げます。

国際ロータリーからの表彰
関口 博正パストガバナーに

超我の奉仕賞
森田 武司パストガバナーに
ロータリー財団特別功労賞

田中 德兵衞パストガバナーに
ロータリー財団功労賞

ＲＩの目標の推進
に 際 立 っ た 努 力
をした人を表彰。
ロータリーの与え
うる最高の栄誉。

功労表彰受賞後丸
４年以上経過して
受賞資格を得る。
Ｒ財団から授与さ
れる最高の賞。

財団への優れた業
績に対して各地区
から年度内に最大
で１名、１度限り
贈呈される。

会長　渋谷　忠明
幹事　折原　正昭



⑬

INFORMATION  
M･P･H･F（6）

佐藤　正行
（浦和東）

平成 28 年 3 月 30 日

M･P･H･F（4）

松崎　　宏
（久喜菖蒲）

平成 28 年 3 月 24 日

P･H･F

佐野　敏樹
（浦和東）

平成 28 年 3 月 30 日

ベネファクター（2）

大沢 昌太郎
（越谷東）

平成 28 年 4 月 5 日

M･P･H･F（2）

武藤　　茂
（浦和東）

平成 28 年 3 月 30 日

P･H･F

石坂　健一
（浦和東）

平成 28 年 3 月 30 日

M･P･H･F（4）

平井　文人
（浦和東）

平成 28 年 3 月 30 日

米山功労者マルチプル (7)

大貫　　等
（上尾西）

平成 28 年 3 月 31 日

米山功労者マルチプル (5)

小林　忠司
（鴻巣水曜）

平成 28 年 3 月 17 日

米山功労者マルチプル (5)

明石　寿也
（戸田西）

平成 28 年 3 月 31 日

米山功労者マルチプル (5)

西袋　政己
（戸田西）

平成 28 年 3 月 31 日

米山功労者マルチプル (4)

田中　　武
（八潮）

平成 28 年 3 月 31 日

米山功労者マルチプル (3)

大澤 二三夫
（鴻巣水曜）

平成 28 年 3 月 17 日

米山功労者マルチプル (3)

進藤　和夫
（久喜菖蒲）

平成 28 年 3 月 24 日

米山功労者マルチプル (2)

井上　脩士
（鴻巣水曜）

平成 28 年 3 月 17 日

米山功労者マルチプル (2)

無量小路 俊宏
（幸手中央）

平成 28 年 3 月 30 日

米山功労者マルチプル (2)

鈴木　茂伸
（戸田西）

平成 28 年 3 月 31 日

M･P･H･F（4）

金澤　利幸
（久喜菖蒲）

平成 28 年 3 月 24 日

米山功労者マルチプル (3)

山口　光男
（鴻巣水曜）

平成 28 年 3 月 17 日

メジャードナー（39）

森田　武司
（大宮北東）

平成 28 年 3 月 31 日

メジャードナー（24）

大塚　信郎
（上尾）

平成 28 年 3 月 17 日

メジャードナー（11）

田中　徹夫
（岩槻東）

平成 28 年 3 月 30 日

米山功労者マルチプル (9)

金澤　利幸
（久喜菖蒲）

平成 28 年 3 月 24 日

米山功労者マルチプル (7)

松崎　　宏
（久喜菖蒲）

平成 28 年 3 月 24 日

大口寄付 10,100

平田　　繁
（大宮）

平成 28 年 3 月 30 日

大口寄付 16,026 $

岡村　藤美
（浦和東）

平成 28 年 3 月 30 日

米山功労者マルチプル (1)

小林　玲子
（鴻巣水曜）

平成 28 年 3 月 17 日

米山功労者マルチプル (1)

大内　　浩
（戸田西）

平成 28 年 3 月 31 日

米山功労者マルチプル (1)

落合　政之
（幸手中央）

平成 28 年 3 月 30 日

米山功労者マルチプル (1)

本多 信太郎
（川口モーニング）

平成 28 年 3 月 31 日

日本語版
フェイスブック開設

　国際ロータリーの日本語フェイス
ブックページが開設されました（アドレ
ス：www.facebook.com/rotaryjapan）。
　今すぐ「いいね！」をクリックし、
ポスティングをシェアして、ロータリー
の情報発信にご協力ください。
　先月掲載のアドレスに間違いがあり
ましたので、再掲いたします。

　国際ロータリー世界本部
グローバルコミュニケーションズ

アジア地域担当チーム



⑭

INFORMATION  
平成 27 年 10 月 7 日入会

森島　秀之
（浦和北）

東洋建設㈱
建設業

平成 28 年 1 月 7 日入会

村松 宏呂子
（大宮西）

プリンセスリフォーム
リフォーム工事業

平成 28 年 3 月 1 日入会

徐　　哲欣
（さいたま大空）

ウエルシア薬局㈱
サービス

平成 28 年 3 月 2 日入会

白岩　　智
（浦和北）

関東食糧㈱
食材卸売業

平成 28 年 3 月 29 日入会

太田　　亘
（川口東）

㈲ワタル塗装工業
塗装業

平成 28 年 4 月 1 日入会

幸田　淳志
（桶川イブニング）
レストランバー ランプ

飲食業

平成 28 年 4 月 1 日入会

岡野 千枝子
（桶川イブニング）

岡野
不動産管理

平成 28 年 4 月 4 日入会

内山　直樹
（大宮西）

㈱みずほ銀行 大宮支店
銀行業

平成 28 年 3 月 2 日入会

齋藤　文男
（浦和北）

イツキワークス㈱
不動産販売業

平成 28 年 3 月 18 日入会

田中　　洋
（浦和）

㈱埼玉りそな銀行 浦和中央支店
都市銀行

平成 28 年 3 月 24 日入会

福村　典子
（さいたま中央）

スタジオ TEN
料理教室

謹んでお悔やみ申し上げます。

桑折　吉家 様
（大宮）

平成 27 年 12 月 1 日
享年 87 歳

平成 28 年 4 月 11 日入会

永井　　博
（大宮西）

プレデンシャル生命保険㈱
生命保険業

平成 28 年 4 月 4 日入会

川井 理砂子
（大宮西）

はるか法律事務所
弁護士業

平成 28 年 4 月 7 日入会

宮下　智義
（春日部西）

㈲サンライズ
運送業

平成 28 年 4 月 11 日入会

山本　貴之
（大宮西）

㈱栄進住宅
不動産業

平成 28 年 4 月 11 日入会

重松　高浩
（大宮西）

綜合警備保障㈱ 埼玉中央支社
警備業

平成 28 年 4 月 11 日入会

遠山　　諭
（大宮西）

㈱三菱東京 UFJ 銀行 大宮支社
銀行業

平成 28 年 4 月 11 日入会

石丸　主憲
（大宮西）

司法書士法人すぐろ・いしまる事務所
司法書士業

平成 28 年 4 月 11 日入会

田所　龍雄
（大宮西）

㈱アゲオ
コンクリート製品製造業

山田　恵一 様
（上尾西）

平成 28 年 3 月 13 日
享年 77 歳

堀切　良一 様
（三郷）

平成 28 年 3 月 14 日
享年 73 歳

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事
業の一つとして 1970 年 に創立された皆様の資料室で
す。 ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約
２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。
　以下資料のご紹介を致します。

「ロータリアンの矜持」
◎「ロータリアンの矜持」　藤川享胤　2015　1p　　　

（D.2800 月信）
◎「 ロ ー タ リ ー の 親 睦 」　 松 田 泰 長　2016　1p　　　

（D.2790 月信）
◎「親睦の真意は」　櫻木英一郎　2016　1p　

（D.2790 月信）
◎「“ そよ風に 稲田のかおり 山深し ”（ロータリーに輝き
を）」　久野 薫　　2015　1p　　　（D.2680 月信）
◎「ロータリーのバッジはいいバッジである」　塚原房樹

　2015　1p 　 （D.2510 月信）
◎「いま求められる寛容の精神 “Toleration”」　塚原房樹
　2016 　2p    （D.2510 月信）
◎「続・国際ロータリーの変質」　新藤信之　2015　20p
◎「『クラブ戦略委員会に関するアンケート』回答要約」
　村橋義晃　2016　　2p     （D.2660 月信）
◎「ロータリー創立記念日に纏わる遊び種」　神崎正陳  
2010　9P 

［上記申込先：ロータリー文庫 ]　
ロータリー文庫　〒 105 － 0011
東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階
TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前 10 時～午後 5 時　　休館＝土・日・祝祭日

文庫通信（343 号）



幸手 41 1 46 1 5 3 5 72.82 64 12
蓮田 52 2 54 2 2 5 2 76.84 54 55
久喜菖蒲 49 4 50 4 1 5 3 81.55 43 27
栗橋 9 0 9 0 0 2 1 81.92 40 46
幸手中央 27 0 29 1 2 3 3 81.04 44 61
第７グループ計 178 7 188 8 10 18 14 78.83
越谷 89 6 91 5 3 6 6 78.53 51 31
越谷南 55 5 54 6 -1 6 1 88.36 21 32
越谷北 57 3 56 3 -1 6 2 82.78 33 49
越谷東 48 4 47 4 -1 6 2 82.69 34 45
越谷中 20 1 18 1 -2 6 3 79.20 48 13
第８グループ計 269 19 267 19 -2 30 14 82.31
八潮 39 3 35 3 -4 5 1 95.34 2 3
八潮イブニング 25 0 26 0 1 3 1 80.80 46 28
草加中央 23 1 23 1 0 3 0 91.30 10 16
八潮みらい 23 0 26 0 3 7 3 92.24 8 8
草加松原 33 2 34 2 1 8 1 71.17 67 66
第９グループ計 143 6 144 6 1 26 6 86.17
吉川 33 2 33 2 0 3 0 87.49 24 37
三郷 37 3 37 3 0 5 2 77.12 52 42
三郷中央 20 1 19 1 -1 5 0 82.17 36 50
三郷ウェンズデー 26 4 25 4 -1 3 0 75.00 60 67
松伏 14 3 15 3 1 3 1 96.67 1 1
第 10 グループ計 130 13 129 13 -1 19 3 83.69
川口 79 12 80 11 1 5 3 76.81 55 59
鳩ヶ谷 22 1 22 1 0 3 1 88.07 22 14
川口東 21 0 24 0 3 3 4 86.09 26 24
川口・鳩ヶ谷武南 25 2 28 2 3 3 3 73.20 63 43
川口モーニング 27 2 26 2 -1 7 2 92.31 7 25
川口南 31 5 36 5 5 3 5 68.28 68 70
川口シティ鳩ヶ谷 17 1 16 1 -1 3 0 92.98 5 19
埼玉ゆず 12 12 12 12 0 2 1 66.66 70 39
第 11 グループ計 234 35 244 34 10 29 19 80.55
戸田 52 5 54 5 2 3 2 82.06 38 51
蕨 20 1 23 2 3 3 3 80.86 45 22
川口西 28 4 27 4 -1 3 0 79.17 49 62
戸田西 25 1 23 2 -2 3 1 88.75 19 65
川口北 21 0 21 0 0 2 1 71.30 66 64
川口北東 19 2 18 2 -1 2 0 62.89 72 69
川口中央 13 3 13 3 0 5 0 88.89 17 18
川口むさし野 16 3 15 2 -1 5 0 75.98 58 54
戸田イブニング 19 0 20 0 1 2 2 82.85 32 30
第 12 グループ計 213 19 214 20 1 28 9 79.19

   現在   内 当月末   内  目標 通算
 会員数 女性 会員数 女性 増減 純増 入会 出席率
地区合計 2550 186 2602 190 52 299 156 81.93

2015-2016 年度
３月 会員数及び出席率報告

クラブ名
7 月 1 日

現在
会員数

内
女性

当月末
会員数

増減
内

女性

目標
純増

通算
入会

当　月

出席率 順位

通算
出席率
順位

クラブ名
7 月 1 日

現在
会員数

内
女性

当月末
会員数

増減
内

女性

目標
純増

通算
入会

当　月

出席率 順位

通算
出席率
順位

浦和 117 2 121 2 4 10 4 76.23 57 44
浦和東 85 7 89 7 4 3 4 92.41  6   4
浦和南 27 1 26 1 -1 4 0 88.46 20 6
浦和中 37 2 42 2 5 5 5 81.83 41 9
浦和ダイヤモンド 25 8 21 5 -4 5 0 88.93  16 23
第１グループ計 291 20 299 17 8 27 13 85.57
浦和北 74 8 83 9 9 5 10 82.15 37 17
さいたま中央 44 2 44 4 0 3 3 94.54 3 26
浦和西 20 3 19 3 -1 3 0 73.37 62 35
浦和北東 48 5 45 5 -3 4 0 72.56 65 63
さいたま新都心 38 0 38 0 0 7 1 88.88 18 15
第２グループ計 224 18 229 20 5 22 14 82.30
大宮 63 0 64 0 1 3 6 79.58 47 41
大宮南 39 7 38 8 -1 5 3 81.58  42 38
大宮中央 43 1 48 2 5 2 5 84.80 28 52
大宮シティ 77 4 74 4 -3 4 4 77.07 53 58
さいたま欅 22 2 24 2 2 8 2 83.25 31 58
さいたま大空 17 7 16 6 -1 3 0 55.00 73 73
第３グループ計 261 21 264 22 3 25 20 81.26
大宮西 89 4 101 6 12 10 21 82.35 35 56 
岩槻 22 3 23 3 1 5 1 65.22 71 72
大宮北 22 1 21 1 -1 3 0 76.47 56 34
大宮東 43 0 47 0 4 3 4 78.87 50 57
岩槻東 30 3 31 4 1 3 1 90.57 12 11
大宮北東 16 2 17 2 1 5 1 67.74 69 68
第４グループ計 222 13 240 16 18 29 28 76.87
上尾 37 1 37 1 0 3 1 90.81 11 2
鴻巣 23 2 22 2 -1 3 1 86.36 25 7
桶川 18 0 20 0 2 3 3 94.51 4 47
上尾西 45 0 44 0 -1 5 1 92.10 9 5
北本 8 0 9 0 1 3 1 85.71  27 21
上尾北 26 0 27 0 1 3 1 89.42 15 10
鴻巣水曜 32 4 31 3 -1 3 1 83.87 30 33
桶川イブニング 16 1 14 0 -2 2 0 84.31 29 60
第５グループ計 205 8 204 6 -1 25 9 88.39 
春日部 36 0 36 1 0 5 2 90.40 13 36
杉戸 38 1 41 1 3 4 3 81.94 39 53
春日部西 30 1 30 1 0 5 0 87.84 23 29
庄和 22 1 22 1 0 3 1 89.75 14 20
春日部南 29 3 28 3 -1 1 1 75.00  60 40
春日部イブニング 25 1 23 1 -2 3 0 75.06 59 71
第６グループ計 180 7 180 8 0 21 7 83.33


